
 

  

今年もおうち de こどもまつり 体験報告 
～コロコロボード工作編～ 

 

枝を切るのは難しく、お手伝いしましたが残りは

自分で考えて創作しました。ポイントはスタートの

輪ゴム！だそうですが、どう活躍するのかは 
母にはわかりません。クレヨンで色を 

塗りカッコよく作りました。コロコロ実を 

転がし、何度も遊んでいます。 

＊Ｎ・Ｈさん＊ 

３３日かけてつくったで賞 
 

工作が得意な父とつくりました。
部品がたくさんで時間をかけて
作っていました。自然の器の感覚
が新鮮だったようでした。 
＊Ｍ・Ｓさん＊ 

時間をかけてつくったで賞 

 姉の感想：『迷路の部分は、木のみと枝で

作りました。 

迷路以外の所は、テ−マを２つ決めてやり

ました。１つ目は、実です。どんぐりとひの

きの実を使いました。２つ目は、林です。 

木の枝を使って、表現しました。 

 

 
妹の感想 
『工夫した所はスタートの文字と、ドングリから伸びる枝を付け
足した所です。実際に木の実を転がして楽しんでました。』 
母  
『１から作る作業を時間を忘れて真剣にする二人を見て、普段
の時間の使い方を改めて考えさせられました。』   

＊Ｋ・Ｍさん＊ 

テーマがすてきで賞 

これを作って思ったことは、一つ一つ木の 

模様や形が違くて面白いと、思いました。』 

南都留森林組合の 
間伐材を使ったコロコロ 
ボードを１６名のお子さんが 

一生懸命作ってくれました★ 



  

 

パチンコみたいなものが作れるキットかと思
って申し込みました。 
少し難しいかと思いましたが、こちらで枝を
細かく切って子どもに鉛筆で迷路を書いて
もらいボンドは親がお手伝いして枝とどんぐ
りは子どもで並べました。 

トンネルがすてきで賞 

スタートとゴールにどんぐりを置いて、 
ゴールにはトンネルを作った 
そうです。 
指で辿って楽しく遊んで 
います。 
ありがとうございました。  
＊Ｋ・Ｆさん＊ 

 
なかよしで賞 

小 1 と年中の兄弟が冬休みに取り組めたらと思い申込みした。 
 はじめはちょっと難しいかな？と思い手伝おうとしましたが、始め
るとすぐに子供たちだけでどんどんアイデアが出てきて楽しく作

り始めましたので、太い枝を切ったり、ボンドを付けたり少し手伝
うだけで完成することができました。兄弟の二つのボードを繋げ
ても遊べるように作ったのが子供たちが工夫した点です！   
＊Ｊ・Ｍさん＊ 

 

「わぁ！楽しそう！」と最初からやる気満々な子ども
達。「見て〜、お山！」や「神社の鳥居だよ！」など何
かに見立てながら、想像力を膨らませている 
様子をみて、参加して良かったなぁと改めて 

思いました。お互いの作品に興味を示し、 
完成すると何度も楽しんでいました！ 
素敵な企画をありがとうございました。 
＊Y・O さん＊ 

想像力ゆたかで賞 



 

 

小 6の娘と小 2の息子が父親と一
緒に作りました。レイアウトは姉が考
え、２つのボードがつながるようにコー

スを工夫していました。 
息子は細い枝を縦に配置するところ
が難しかったそうです。カエルを真ん
中の枝の上に置いたところ楽しい雰
囲気が出て林の中のようなコースが
出来上がりました。初めて間伐材を
使うことができました。また他の作品
も作ってみたいです。 ＊Ｒ・Ｗさん＊ 

 

 

ダイナミックで賞 
 

このコロコロボードは、パパの笑顔をイメージしまし
た。いつも遅くに帰ってくるパパと少しでも一緒に遊
びたいと息子が言うので、面白いものを作ろうと思
いました。木の長さを短くするのは予想以上 
に大変で、表情が崩れないようにうまく 
ルートを考えました。 
デコレーションボールを最後に付けて 
雪を降らせました。可愛い！とパパが 
言ってくれたことや、うまく玉が転がり 
遊ぶことができとても楽しかったです。 
＊Ｋ・Ｕさん＊ 
 

パパにっこり賞 

 
いっぱいならべたで賞 

木を切るのは力が必要だったので母がしました。 
いろいろな木を使って寝かしたり立てたり、どんぐ
りを置いたり、考えながらできました。 
並べていくうちに楽しくなり、ふたつめは敷き詰め
てみました。 ＊Ｙ・Ｏさん＊ 
 

 よ～く考えたで賞 

枝の形が様々で、ボンドをつけても 
なかなかくっつかなくて、難しかった
です。 
でも、簡単にできなくて、あれこれ考
えながら造るのが、とても楽しかった
です。参加させていただき、 
ありがとうございました m(_ _)m  
＊Ｍ・Ｋさん＊ 


